






最初に知ってほしいのは、

came l lは「主役になって楽しむ」場所であるということ。

アクティブになればなるほど、

楽しいことも写真を生かす機会も、ここでは無限に広がっていきます。

ただ傍観するだけではもったいない！

「人生をアクティブに楽しんでいこう」

そんな気持ちがある方に、ぜひ参加して欲しい写真部です。

どんな時も、

主役はあなたです。
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フォトウォーク、カメラ旅、地域を盛り上げるイベントに、オンライン

ワークショップまで！ 毎月２０以上のイベントを全国で開催してい

ます。さらに、イベントを主催することも、c am e l l 編集部になって

メディアを運営することも、写真展の開催などもできるんです！

他にも、ワクワク会議という名の「やりたいことを実現しちゃう場」

もあるんですよ。

c am e l lに入ったら、
何したい？
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最初の一歩は、勇気がいるかもしれません。

私たちもそうでした。初めて参加する日は、ドキドキしっぱなし. . .。

だけどそんな心配も、ふみ出してみると一瞬で消えてしまいます。

came l lが一番大切にしているのは、

温かくて平和で、平等でオトナな場所づくり。

何歳でも、どんな性格でも。

写真に自信がなくても、コミュニケーションが苦手でも。

どんな人でも、すぐになじめる場づくりをとても大切にしています。

初心者さん、

人見知りさんも。

すぐになじめる、温かい場所。
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誕生秘話

c ame l lが誕生したのは、2013年のこと。

最初のきっかけは、c ame l l 運営のくらげそんちょー（田中海月）が投稿した「カメラ

友達が欲しい」というTw i t t e rのつぶやきです。初対面の女性5人で集まって、桜を

撮影しに行きました。２時間ほどのシンプルな撮影会でしたが、一瞬で５人は意気投

合。その日に、came l l（当時の名称はカメラガールズ）は生まれました。

カメラは一人でも楽しめますが、誰かと撮影する楽しさは特別なもの。

カメラ友達とは歩くペースも世界を見る視点も似ていて、初対面でも自然に話せて

すぐに仲良くなっちゃうんです。撮った写真をお互いに見せ合うのも、一緒に撮影する

楽しみのひとつだったりします。

撮影技術がどれだけ上手くなっても、フォロワーがどれだけ増えたとしても. . .

この「誰かと撮影する楽しさ」に勝るものはありません。

そんな楽しさを一人でも多くの方に共有するために、私たちはこのcame l lを運営し

続けています。



一緒に、撮影に行きませんか？
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